
 

 

 

 

瀬戸のまちなかに宿る芸術の息吹 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

１１月７日は「立冬」。暦の上では冬の始まりとされる日です。校庭の木々が赤や黄に染まり、朝

の空気には冬の訪れを告げるような凛とした冷たさを感じます。「ネックウォーマー、そろそろいる

かなあ。」「肉まん、食べたいなあ。」 そんな子ども達の声が聞こえてくる季節になりました。 

さて、秋といえば、スポーツ、芸術の秋ですね。１１月１日からの三連休は運動部の大会や吹奏

楽部の発表を見に行くなど、秋を満喫しました。その合間を縫って訪れたのが、現在愛知県で開

催されている国際芸術祭「あいちトリエンナーレ２０２５」です。３年に一度開催される国際美術展

で、今回は愛知芸術文化センターに加え、陶磁美術館、そして「瀬戸市のまちなか」が会場となっ

ています。この「まちなか」の響きに惹かれ、休日の午後、少し汗ばむような陽気の中、尾張瀬戸

駅周辺を歩きながら、１１の美術作品を見て回りました。会場は陶磁器工場だったり、旧旅館、旧

商店、旧銭湯だったりと様々で、中でも私は思い出の詰まっ

た旧深川小学校の 1階をキャンバスにしたアート作品に魅

了されました。閉校となった旧本山中学校に勤めていた頃、

校区の深川小学校は大変身近で、時々足を運んでいまし

た。その懐かしい校舎の中で、廊下や教室、そして給食室が

アーティストの手により、人類の平和を願うアートに生まれ変

わり、生き生きとよみがえった校舎の姿に、思わず一人で涙

ぐんでしまいました。 

今回のトリエンナーレのテーマは「灰と薔薇のあいまに」

です。世界で起きている人々を苦しめる悲しい出来事（灰）、

そして、その中から見出される希望（薔薇）、その「あいま」に

ある葛藤や瞬間が表現されており、改めて世界の平和につ

いて考えさせられました。また、「瀬戸」の歴史や風土を生かしたテーマや表現を各アーティスト

が大切にしていることも目にし、普段見過ごしている何気ない瀬戸の街の光景が、とても美しいも

の、尊いものであることにも気付くことができました。 

「あいちトリエンナーレ 2025」は、今月３０日まで開催されています。芸術の秋、ぜひ足を運ん

でみてはいかがでしょうか。 
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夏休みの終わりは、“迷走”台風１０号が“ジョギング並み”の速さで西日本をゆっくりと縦断

し、各地で土砂災害や道路冠水などを引き起こしました。この影響で、９月２日の２学期始業式が

休校になる恐れもあったのですが、無事開催することができました。今回は、子ども達に始業式

で伝えたことを紹介します。 

 

９年間を通じて子ども達の未来をつなぐ 

 

瀬戸市立幡山中学校長 梶田 明敬 

 瀬戸市全域で進められている教育活動に、「小中一貫教育」があります。日本において、義務

教育は小学校６年間とその後の中学校３年間を指しますが、この二つの間には大きな隔たりがあ

りました。そのため、「中一ギャップ」という言葉があるように、中学校に入学すると、これまでの生

活とは大きく異なるため、そこに適応できず苦しむ子ども達が少なからずいるということです。そ

れを少しでも解消するために、緩やかに小中の接続ができないかということで生まれたのが「小

中一貫教育」です。義務教育の９年間を見通し、同じ目線で子ども達を見守り育てることを大切

にしています。そこで幡山中ブロックの３校（幡山中・幡山東小・幡山西小）では、こんな子どもた

ちを育てたいという「めざす子ども像」を次のように掲げ、日々の教育活動を行っています。 

〇思いやりのある子   〇たくましく生きる子   〇地域に貢献できる子 

 また、小学校と中学校の教員が互いに行き来し、お互いの教育を理解することが一番の近道

であることから、中学校の教員が小学校で授業を行う「乗り入れ授業」や給食交流を行っていま

す。そして、「人とかかわる力を身につけるプログラム（ハタトーク）」を３校で同じように実施する

など、小学校でやってきたことが中学校でも継続されるようにしているため、それが子ども達の安

心感や充実感につながっていると実感しています。 

 さらに、幡山中ブロックの「小中一貫教育」の目玉として、ここ数年継続して実施していること

があります。それは「福祉教育」です。一人ひとりが幸せに生きることができる社会の実現をめざ

すことは、多様性が叫ばれている今、最も大切なことだと思います。幸運なことに、幡山中ブロック

は、瀬戸つばき特別支援学校と隣接しており、中学校の１年生において相互交流を続けていま

す。今年度も６月１２日に第 1回の交流会を実施しました。子ども達の様子や感想から、とても充

実した時間が過ごせたようです。当日の様子は裏面でも紹介しています。ぜひご覧ください。 

 

 

 
 

 

 
１０月３０日（木）～３１日（金） 

         午前   幡山中学校 視聴覚室 

 

 

 

 

 
１０月３１日（金） ３・４限 
 
幡山中学校 体育館 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「アートでともだち」出前授業 

 
     １０月２３日（木） 瀬戸市文化センター 
   
       テーマ： 常笑  ～笑顔満祭～ 

  
 

 
 

 
 

 
 
 

 

 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

 
 

１年・１組 和楽器「箏」の授業 

瀬戸市文化センターでの舞台発表を中心に、２学期最大の生徒会行事「文化祭」を
行いました。当日の吹奏楽部と１組の演奏、そして合唱コンクールは、みな心に響く
素晴らしい発表でした。行事を通じて深めた仲間との絆を、今後の学校生活で生かし
てほしいと思います。 

文化祭・合唱コンクール 

 

外部講師をお招きし、１年生・１組の音楽で和楽器「箏（こと）」を奏でる授業を行
いました。日本の作法と慣れない道具を前に、はじめは戸惑う生徒ばかりでしたが、
講師の方が丁寧に指導してくださり、音色の響きを楽しむ生徒の姿がみられました。 

瀬戸市文化振興財団の「学校アウトリーチ事業」の一環として、２・３年生を対象に
プロの芸術家を招いた出前授業「アートでともだち」を行いました。アコースティック
ギタリストで作曲家・アレンジャーでもある「井草 聖二（いぐさ せいじ）」さんの
演奏を聴いたりセッションをしたりして、音楽と共に深まる秋の一日を楽しみました。 


